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1．流域の概要 

佐波
さ ば

川
がわ

は、その源を山口・島根県境の三
み

ツヶ峰
つ が み ね

（標高 970m）に発し、山間峡谷部を流れ、

野
の

谷川
たにがわ

、三
み

谷川
たにがわ

、島地
し ま ぢ

川
がわ

等の支川を合わせ、その後、防府市
ほ う ふ し

市街地北部を流れ、周防灘
すおうなだ

に

注ぐ、幹川流路延長 56km、流域面積 460km2の一級河川である。 

 

佐波川流域は、山口県のほぼ中央に位置し、その流域は防府市、山口市
やまぐちし

、周南市
しゅうなんし

の３市

からなり、流域の土地利用は山地が 93%、田畑等の農地が 6%であり、宅地等の市街地が 1%

の 6km2となっている。しかしながら、氾濫域の面積は防府市街地を中心に約 58km2にも及

んでいる。また、下流域には佐波川の扇状地三角州と近世の干拓によって防府平野が形成

されるとともに、本川には山陽自動車道、中国自動車道、国道 2 号、JR 山陽新幹線、JR

山陽本線等の主要交通機関が横断している。干拓で広がった河口域では、江戸時代から製

塩業が栄えたが、昭和 35 年製塩業の廃止を契機に跡地に企業誘致が進められ、大規模自

動車組立工場を頂点とする輸送用機械器具製造業が集積するなど、周南工業地帯の一翼を

担い、防府市は山口県における輸送用機器の製造品出荷額の 76％を占めている。また、佐

波川ダムの上流域にある滑 山
なめらやま

国有林
こくゆうりん

は古くから杣山
そまやま

として奈良東大寺の再建用材にされ

るなど美林を誇っており、現在でも一部は学術参考林として保護されるなど豊かな自然環

境が残り、佐波川ダムのダム湖である大原
おおはら

湖
こ

を含む流域の一部は長 門 峡
ちょうもんきょう

県立自然公園と

なっている。このように、自然豊かな環境にめぐまれるとともに、山口・防府と周南地域

における社会・経済・文化の基盤を成すとともに、自然環境が優れており、「母なる川」

として深く県民に認識されていることから、本水系の治水・利水・環境についての意義は

極めて大きい。 

 

流域の地質は佐波川と島地川の合流点の下流とその上流の佐波川流域と島地川流域に大

別され、佐波川の上流域は流紋岩や安山岩、島地川流域は三郡
さんぐん

変成岩
へんせいがん

、下流域は花崗岩が

分布している。上流域は周防
す お う

山地
さ ん ち

に属しているものの、その比高は 900m を越えるにすぎな

い。また、佐波川ダムの貯水池に流れ込む最上流域は、その昔は日本海に流れる阿武川水

系に属していたが、現在は太平洋に流れる佐波川水系に属している。 

 

  流域の気候は下流域が瀬戸内海型気候、上流域が日本海型気候に属しており、年間降水

量は下流域で約 1,800mm、上流域で約 2,000mm である。 



- 2 -  

項目 諸元 備考

流路延長 56km 全国88位

流域面積 460km2 全国95位

流域内市町村 3市 防府市、山口市、周南市

流域内人口 約3万1千人

支川数 32

図１-１  佐波川流域図

表１-１  佐波川流域の概要
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2． 河床変動の状況 

2.1 河床高の縦断的変化 

・昭和 48 年～昭和 53 年にかけて、河床は全川的に 0.1～0.5m 程度の河床低下傾向であ

ったが、昭和 53 年以降は概ね安定している。 

 

図２-１ 佐波川低水路平均河床高縦断図 

図２-２ 佐波川河床変動縦断図 
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図２－３（１）　佐波川 低水路内河床変動量経年変化図 (S48～H15)
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S48-H15 単位 -1k6-1k8 2k0-4k2 4k4-7k6 7k8-11k8 12k0-17k0 17k2-23k8 24k0-26k2

①変動量(堆積) 千m3 150 5 66 20 62 38 1
②変動量(洗掘) 千m3 -142 -75 -38 -28 -55 -94 -16
③総変動量(①+②) 千m3 8 -70 28 -9 7 -56 -14
④人為変動量 千m3 0 0 0 -36 -67 -54 -13
⑤総変動量(③-④) 千m3 8 -70 28 27 74 -2 -1
⑥河床変動高
（⑤/距離/川幅） m 0.007 -0.229 0.059 0.076 0.173 -0.004 -0.008

⑦年当りの河床変動高
(⑤/距離/川幅/年)

m/年 0.000 -0.008 0.002 0.003 0.006 0.000 0.000

⑧局所堆積量 千m3 148 大きな堆積なし 61 大きな堆積なし 24 大きな堆積なし 大きな堆積なし

⑨局所堆積高 m 0.589 - 0.545 - 0.367 - -
⑩年当りの局所堆積高 m/年 0.020 - 0.018 - 0.012 - -
⑪局所洗掘量 千m3 -79 -41 -14 -1 -28 -43 大きな洗掘なし

⑫局所洗掘高 m -0.251 -0.538 -0.257 -0.020 -0.569 -1.029 -
⑬年当りの局所洗掘高 m/年 -0.008 -0.018 -0.009 -0.001 -0.019 -0.034 -
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図２-３（２）　佐波川 低水路内河床変動量経年変化図 (S48～S53)
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S48-S53 単位 -1k6-1k8 2k0-4k2 4k4-7k6 7k8-11k8 12k0-17k0 17k2-23k8 24k0-26k2

①変動量(堆積) 千m3 17 10 25 9 32 36 2
②変動量(洗掘) 千m3 -270 -37 -78 -28 -41 -90 -9
③総変動量(①+②) 千m3 -253 -27 -52 -19 -9 -53 -7
④人為変動量 千m3 0 0 0 0 -7 -4 0
⑤総変動量(③-④) 千m3 -253 -27 -52 -19 -3 -49 -7
⑥河床変動高
（⑤/距離/川幅） m -0.224 -0.087 -0.109 -0.053 -0.006 -0.103 -0.044

⑦年当りの河床変動高
(⑤/距離/川幅/年) m/年 -0.045 -0.017 -0.022 -0.011 -0.001 -0.021 -0.009

⑧局所堆積量 千m3 17 大きな堆積なし 13 大きな堆積なし 大きな堆積なし 13 大きな堆積なし

⑨局所堆積高 m 0.267 - 0.233 - - 0.455 -
⑩年当りの局所堆積高 m/年 0.007 - 0.047 - - 0.091 -
⑪局所洗掘量 千m3 -206 -30 -42 大きな洗掘なし -30 -59 大きな洗掘なし

⑫局所洗掘高 m -0.409 -0.230 -0.496 - -0.451 -1.403 -
⑬年当りの局所洗掘高 m/年 -0.082 -0.046 -0.099 - -0.090 -0.281 -

河口部干拓のための浚渫
河道改修による掘削
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図２-３（３）　佐波川 低水路内河床変動量経年変化図 (S53～S56)
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S53-S56 単位 -1k6-1k8 2k0-4k2 4k4-7k6 7k8-11k8 12k0-17k0 17k2-23k8 24k0-26k2

①変動量(堆積) 千m3 177 4 46 9 36 11 0
②変動量(洗掘) 千m3 -36 -28 -14 -6 -42 -59 -18
③総変動量(①+②) 千m3 141 -24 32 3 -6 -48 -18
④人為変動量 千m3 0 0 0 0 -40 -17 -10
⑤総変動量(③-④) 千m3 141 -24 32 3 34 -30 -8
⑥河床変動高
（⑤/距離/川幅） m 0.124 -0.078 0.067 0.007 0.078 -0.064 -0.048

⑦年当りの河床変動高
(⑤/距離/川幅/年) m/年 0.041 -0.026 0.022 0.002 0.026 -0.021 -0.016

⑧局所堆積量 千m3 87 大きな堆積なし 20 大きな堆積なし 16 大きな堆積なし 大きな堆積なし

⑨局所堆積高 m 0.694 - 0.351 - 0.477 - -
⑩年当りの局所堆積高 m/年 0.231 - 0.117 - 0.159 - -
⑪局所洗掘量 千m3 -27 -10 大きな洗掘なし -1 -28 大きな洗掘なし 大きな洗掘なし

⑫局所洗掘高 m -0.432 -0.371 - -0.031 -0.416 - -
⑬年当りの局所洗掘高 m/年 -0.144 -0.124 - -0.010 -0.139 - -
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図２－３（４）　佐波川 低水路内河床変動量経年変化図 (S56～S61)
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S56-S61 単位 -1k6-1k8 2k0-4k2 4k4-7k6 7k8-11k8 12k0-17k0 17k2-23k8 24k0-26k2

①変動量(堆積) 千m3 41 3 20 28 11 9 7
②変動量(洗掘) 千m3 -19 -29 -14 -31 -38 -36 -8
③総変動量(①+②) 千m3 22 -26 6 -3 -28 -27 -1
④人為変動量 千m3 0 0 0 -31 -15 -32 -3
⑤総変動量(③-④) 千m3 22 -26 6 28 -13 5 2
⑥河床変動高
（⑤/距離/川幅） m 0.019 -0.086 0.013 0.079 -0.031 0.010 0.015

⑦年当りの河床変動高
(⑤/距離/川幅/年) m/年 0.004 -0.017 0.003 0.016 -0.006 0.002 0.003

⑧局所堆積量 千m3 15 大きな堆積なし 大きな堆積なし 20 大きな堆積なし 大きな堆積なし 大きな堆積なし

⑨局所堆積高 m 0.118 - - 0.596 - - -
⑩年当りの局所堆積高 m/年 0.016 - - 0.119 - - -
⑪局所洗掘量 千m3 -16 -18 大きな洗掘なし -24 -21 大きな洗掘なし 大きな洗掘なし

⑫局所洗掘高 m -0.087 -0.237 - -0.283 -0.319 - -
⑬年当りの局所洗掘高 m/年 -0.017 -0.047 - -0.057 -0.064 - -
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図２－３（５）　佐波川 低水路内河床変動量経年変化図 (S61～H10)
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・H07.07洪水：747m3/s
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 dr =  1.2mm
 Ib = 1/3000

 dr =  58.7mm
 Ib = 1/1000

 dr = 65.5mm
 Ib = 1/550

dr = 65.8mm
 Ib = 1/450

 dr = 79.0mm
 Ib = 1/350

 dr = 81.6mm
 Ib = 1/300

 dr = 107.0mm
 Ib = 1/200

S61-H10 単位 -1k6-1k8 2k0-4k2 4k4-7k6 7k8-11k8 12k0-17k0 17k2-23k8 24k0-26k2

①変動量(堆積) 千m3 63 5 45 22 56 42 7
②変動量(洗掘) 千m3 -35 -33 -31 -28 -13 -16 -2
③総変動量(①+②) 千m3 28 -27 14 -6 43 25 5
④人為変動量 千m3 0 0 0 -5 -6 0 0
⑤総変動量(③-④) 千m3 28 -27 14 -1 49 25 5
⑥河床変動高
（⑤/距離/川幅） m 0.025 -0.089 0.029 -0.004 0.115 0.053 0.030

⑦年当りの河床変動高
(⑤/距離/川幅/年) m/年 0.002 -0.007 0.002 0.000 0.010 0.004 0.002

⑧局所堆積量 千m3 58 大きな堆積なし 11 大きな堆積なし 大きな堆積なし 大きな堆積なし 大きな堆積なし

⑨局所堆積高 m 0.185 - 0.078 - - - -
⑩年当りの局所堆積高 m/年 0.015 - 0.007 - - - -
⑪局所洗掘量 千m3 -21 -21 大きな洗掘なし -20 大きな洗掘なし 大きな洗掘なし 大きな洗掘なし

⑫局所洗掘高 m -0.110 -0.272 - -0.586 - - -
⑬年当りの局所洗掘高 m/年 -0.009 -0.023 - -0.049 - - -

区間変動高
[S61～H10]

大崎橋

新橋 人丸橋 睦美橋 中央橋 虹橋防府新大橋 佐波川鉄橋
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防府総合用水堰

真尾頭首工 奈美頭首工
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鈴屋頭首工

山陽道・防府大橋(BP)・新幹線・ガス管橋

上庄方頭首工

中塚橋 新田橋 出雲合橋

麻生橋

二ノ宮大橋

岸見頭首工

落合堰

尾蔵頭首工

和字頭首工

麻生頭首工

西大津頭首工

下庄方頭首工

沖ノ原橋

北野橋

中山頭首工
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図２－３（６）　佐波川 低水路内河床変動量経年変化図 (H10～H15)
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 dr =  0.9mm
 Ib = 1/3000
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dr = 121.2mm
 Ib = 1/450

dr = 101.5mm
 Ib = 1/350

 dr = 113.5mm
 Ib = 1/300

 dr = 140.7mm
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H10-H15 単位 -1k6-1k8 2k0-4k2 4k4-7k6 7k8-11k8 12k0-17k0 17k2-23k8 24k0-26k2

①変動量(堆積) 千m3 77 34 34 22 37 48 7
②変動量(洗掘) 千m3 -6 0 -5 -6 -29 -1 -1
③総変動量(①+②) 千m3 71 34 28 17 7 47 6
④人為変動量 千m3 0 0 0 0 0 0 0
⑤総変動量(③-④) 千m3 71 34 28 17 7 47 6
⑥河床変動高
（⑤/距離/川幅） m 0.063 0.112 0.060 0.047 0.017 0.099 0.039

⑦年当りの河床変動高
(⑤/距離/川幅/年) m/年 0.013 0.022 0.012 0.009 0.003 0.020 0.008

⑧局所堆積量 千m3 40 大きな堆積なし 大きな堆積なし 大きな堆積なし 15 15 大きな堆積なし

⑨局所堆積高 m 0.318 - - - 0.301 0.547 -
⑩年当りの局所堆積高 m/年 0.064 - - - 0.060 0.109 -
⑪局所洗掘量 千m3 大きな洗掘なし 大きな洗掘なし 大きな洗掘なし 大きな洗掘なし -18 大きな洗掘なし 大きな洗掘なし

⑫局所洗掘高 m - - - - -0.358 - -
⑬年当りの局所洗掘高 m/年 - - - - -0.072 - -

区間変動高
[H10～H15]

大崎橋

新橋 人丸橋 睦美橋 中央橋 虹橋防府新大橋 佐波川鉄橋
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佐野用水堰
防府総合用水堰

真尾頭首工 奈美頭首工
新峪堰

鈴屋頭首工

山陽道・防府大橋(BP)・新幹線・ガス管橋

上庄方頭首工

中塚橋 新田橋 出雲合橋

麻生橋

二ノ宮大橋

岸見頭首工

落合堰

尾蔵頭首工

和字頭首工

麻生頭首工

西大津頭首工

下庄方頭首工

沖ノ原橋

北野橋

中山頭首工
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図２-４ 佐波川横断図経年変化（各河川区分毎） 

下流部感潮域 

上流域（堀付近） 

下流部（新橋付近） 

中流部 
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2.2 土砂採取について 

 土砂の採取は、昭和 62 年まで実施されている。土砂採取が実施されたことも河床低下

の要因であると推測される。 

図２-５ 土砂採取量経年変化 

（※S30～S52 の採取地点、採取年の詳細は不明） 

図２-６ 1km 区間あたりの土砂採取量 

（※S30～S52 は採取地点不明のため記載せず） 

  

0

5

10

15

20

25

30

35

40

～
-
1

-
1
～
0

0
～
1

1
～
2

2
～
3

3
～
4

4
～
5

5
～
6

6
～
7

7
～
8

8
～
9

9
～
1
0

1
0
～
1
1

1
1
～
1
2

1
2
～
1
3

1
3
～
1
4

1
4
～
1
5

1
5
～
1
6

1
6
～
1
7

1
7
～
1
8

1
8
～
1
9

1
9
～
2
0

2
0
～
2
1

2
1
～
2
2

2
2
～
2
3

2
3
～
2
4

2
4
～
2
5

2
5
～
2
6

2
6
～

距離(km)

土
砂

採
取
量
(
千
m
3
)

佐波川

0

20

40

60

80

100

120

140

160
S
3
0
-
S
5
2

S
5
3

S
5
4

S
5
5

S
5
6

S
5
7

S
5
8

S
5
9

S
6
0

S
6
1

S
6
2

S
6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

採
取

量
（
千
m
3
）

佐波川



- 12 - 

3. ダム堆砂量について 

新橋上流域からの推定流出土砂量（ダム流域を除く）、佐波川ダム実績堆砂量及び島地川

ダム実績堆砂量の比較を以下に示す。 

・ 新橋地点上流推定流出土砂量（ダム流域を除く）：佐波川ダムの比堆砂量(295m3/年/km2)

×{新橋地点上流流域面積(S56 まで 334.7km2，S57 以降 302.7km2)×調査期間(50 年) }/

調査期間(50 年) 

※佐波川ダム（計画比堆砂量：362m3/年/km2）の実績比堆砂量は 241m3/年/km2 であり

島地川ダム（計画比堆砂量：313m3/年/km2）の実績比堆砂量 324m3/年/km2 とほぼ同

規模であり、流域全体に同程度な流出土砂量があると仮定した。 

・ 佐波川ダム実績堆砂量：昭和 31 年～平成 17 年(50 年) の実績堆砂量の平均値 

・ 島地川ダム実績堆砂量：昭和 56 年～平成 17 年(25 年) の実績堆砂量の平均値 

図３-１  新橋上流域における推定土砂流出量と堆砂量の関係図 

 

表３-１  新橋上流推定流出土砂量に対する割合 

年平均堆砂量

(m3/年)

割合
（全流域流出土砂量

を100%として)
新橋上流推定流出土砂量

(ダム流域を除く)
76,826 70.8%

佐波川ダム実績堆砂量 21,267 19.6%
島地川ダム実績堆砂量 10,369 9.6%  

 ダム堆砂量の結果と河床変動の状況から以下のことがわかる。 

 

・佐波川ダムと島地川ダムの集水面積は流域面積の約 26％を占めている。 

・佐波川ダムは完成より 50 年、島地川ダムは 25 年経過し、近年の河道は安定している。

・佐波川ダム及び島地川ダム共に概ね計画堆砂規模で堆砂量が推移している。 

新橋上流推定流出土砂量
(ダム流域を除く)

76,826 m3/年
(70.8%)

佐波川ダム実績堆砂量

21,267 m3/年
(19.6%)

島地川ダム実績堆砂量

10,369 m3/年
(9.6%)



- 13 - 

4. 河口部の状況  

 江戸時代より河口部は干拓され、現在の状況となった。河口砂州は発生しておらず、河

口部の閉塞も発生していない。 

図４-１  河口部の横断変化 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-２  河口部の変遷（   ：干拓実施区域） 

昭和23年撮影 昭和41年撮影 平成14年撮影

-1.0k -1.0k 
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5. まとめ 

 佐波川の河床は昭和 48 年から昭和 53 にかけて河床低下がみられたが、それ以降は概ね

安定している。 

 その要因として 

・ 土砂採取が実施されていない 

・ ダム完成後数十年が経過し、河道内の供給土砂と流出土砂の均衡が保たれていること 

が挙げられる。 

 

 このように、現在佐波川の河道は安定していることから、現況河床勾配に配慮した河道

掘削を実施することを念頭に河道計画を立案するが、今後の河床維持管理に関しては引き

続きモニタリングを実施し、水系一環の土砂管理の実施に努める。 


